
都道府県名 福島県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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選果機導入による箱詰め作業人
数の削減、必要経費見直しや労
務管理の徹底により目標は達成
できたが、凍霜害被害により出
荷量が大幅減少したこともその
一因となった。
例年通りの出荷量でもコスト削
減できるよう引き続き取り組ん
でいくともに、面積及び生産量
についても目標を達成できるよ
う指導を継続していく。

選果時の人員配置の工夫等によりコ
スト削減の目標を達成したが、令和
3年4月の凍霜被害により出荷量が減
少した要因も大きい。
栽培面積は拡大しているため、出荷
量が増加した場合でも同様の効果が
得られるよう、関係機関で連携し支
援を行っていく。

目標の
実現可能性

種苗費等のコスト削減は図られてい
るものの、燃料や肥料の高騰により
目標は達成できなかった。今後も引
き続きコスト削減の取り組みを進め
てもらうとともに、関係機関と連携
し地域の担い手としての取り組みに
ついて支援していく。

事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

123.2%

面積当たりの作付け本数が少な
い品目の出荷数が減ったため、
受益面積が昨年の615haから
608haに減少したが、キュウリ
の出荷本数を前年より増やした
ことで売り上げが増加した。事
業で導入された施設で継続的に
野菜苗の生産が行われており、
今後ますます供給数が増加して
いくことが期待される。

675

施設野菜
(ミニトマ

ト)
8.4 384

29

699

会津若松
市農業再
生協議会

3

須賀川市
地域農業
再生協議

会

1
須賀川地

区
果樹

(日本なし)
選果機の導入による選
果効率の向上

集出荷コスト
の10%以上の削

減
【11.1％】

18,596千円 59.26 1,236 16,524千円 64.69 1,349 13,157千円 60.5
現状の運営コストとの
比較（運営コストは収
支決算書により確認）

262.5%

会津若松
市・喜多方
市・下郷
町・只見

町・猪苗代
町・西会津
町・湯川
村・三島

町・南会津
町・磐梯

町・北塩原
村・会津坂
下町・柳津
町・金山

町・会津美
里町・昭和

村

①選果施設を導入し生産者
の選果・選別・調製作業の
労力軽減による作付面積の
拡大を図る。
②ＪＡと全農との共同運営
による業務の効率化に取組
み営農指導体制の強化によ
る生産基盤の維持・拡大を
図る。
③既存集出荷施設を集約・
再編し物流の合理化と効率
的な職員の配置により集出
荷コストの削減を図る。
④パッケージ室を併設し実
需者ニーズに対応した包装
加工による付加価値販売と
実需者との直接販売の拡大
により生産者手取りの最大
化を図る。

集出荷コスト
の10％以上の
削減【10.1%】

10 480 8.4 317

589,559千円

施設毎に集出荷に係る
経費実績を会計データ
または出納伝票等によ

り算出する。

施設・露地
野菜(きゅ
うり)

40.2 3,834 44 4,444 40.9 4,2083

161 966 121.8

655,590千円 586,538千円R3

465
施設・露地
野菜(アス
パラガス)

160.2

95,970円
/10a

65 322
130,372円
/10a

65 201
確定申告関係書類等に

より確認する。 -162.1%

施設導入により、取組主体への
農地集積が進むとともに、水稲
生産に係る農薬肥料等のコスト
の軽減は図れているものの、光
熱費や燃料費の高騰により達成
率はマイナスとなっている。令
和4年度は、経営の見直しを行
い、達成率がプラスになるよう
コストの削減を図るよう指導を
行う。

福島市地
域農業再
生協議会

2 大笹生 水稲

乾燥調整施設の効率的
活用
品種構成の見直し
高品質米の安定生産
密苗による省力化

生産コストの
10%以上削減
【12.0%削減】

109,094円
/10a

65 284.3

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

スマート農業推進枠

年
度

導入・定着の取組の
実施内容

産地生産基盤パワーアップ事業

（都道府県事業評価報告書）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容
達成率
（％）

目標の
実現可能性

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 補正係数
価格補正
後の実績

取組内容

成果目標

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

生産量、出荷量 年
度

生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、

又は処理量 又は処理量 又は処理量

面積

生産コスト 年
度

生産コスト生産量又は 価格
(販売単価)
目標年度出荷量

面積 生産量又は 価格
(販売単価)

スマート農業推進枠

年
度

導入・定着の取組の
実施内容

生産コスト年
度出荷量

価格
(販売単価)面積 生産量又は 事業実施
前年度出荷量

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

87.7 － 619,485千円 608

1.120

519,492円
/10a

55.4

販売額は年々増加し、販売額の
成果目標を達成した。今後も関
係機関と連携し、引き続きニー
ズに応じた苗生産や生産性向上
の取り組みを支援していく。

野菜苗について
は、市場取引を
行っておらず、
外的要因による
価格変動の影響
を受けないた
め、価格補正を
行わない。

川俣町地
域農業再
生協議会

1
川俣町
全域

野菜苗
(ｷｭｳﾘ・ﾄﾏ
ﾄ・ｽｲｶ・ﾒﾛ
ﾝ・ﾅｽ)

育苗施設を設置するこ
とにより、野菜苗産地
形成を推進する。ま
た、福島県内のみなら
ず全国的な施設園芸の
展開・推進に貢献する
とともに、町の農業従
事者・新規就農者の確
保及び農業所得の向上
を図っていく。

販売額10％以
上の増加

（総販売額の
35.8％の増

加）

429,982千円 438
生産量
5,711,855

75.3 － 583,742千円 535
生産量
6,656,855

7,149,683 86.6 - - - - - 野菜苗の年間売上げ実
績にて検証

1,527,384円
/10a

品目毎・個人毎のＪＡ
が取扱う販売実績の合
計額を使用して、現状
及び目標の比較を行う

313 －
1,234,914円
/10a

19.05 735,540 320 －
1,362,788円
/10a 16.34

会津坂下
地域農業
再生協議

会

1
会津坂下

町

施設野菜
(アスパラ
ガス・キュ
ウリ・ミニ
トマト)、
露地野菜
(アスパラ
ガス、キュ

ウリ)

パイプハウス及びかん水設
備等の整備
①パイプハウスを整備する
ことによる、天候に左右さ
れにくい栽培体系の確立及
び長期安定出荷。
②かん水設備等を整備する
ことによる、品質の向上及
び出荷量の拡大。
③部会を通して栽培講習会
及び現地指導会等の積極的
に開催による、産地として
の出荷量の増大。

販売額の10％
以上の増加
（単位面積当
たりの販売額
10.1％増加）

1,121,813円
/10a

18.71 670,788 358.6%

本事業での施設化により単収が
向上し、単位面積当たりの販売
額も向上することで、目標を達
成することができた。
引き続き、施設化の取組みを推
進するなど面積拡大及び収穫量
向上に向け指導し、販売額のさ
らなる向上を目指していく。

生産者の高齢化等の影響により
生産者数と作付面積は減少した
が、本事業での施設化による収
量向上や安定化の効果、及び
きゅうりの生育が好調であった
こと等から出荷量は増加し、目
標である単位面積当たりの販売
額を達成することができた。
今後も引き続き、水稲からの作
付転換による産地拡大を推進
し、関係機関と協力して支援を
継続していく。

728,217 306 - 419 374

１．きゅうりの選果機を導
入し、品質の均一化を図
る。
２．全農福島県本部、各重
点出荷市場、ＪＡふくしま
未来の連携を密にし生産物
の需要動向に係わる情報収
集・解析に努める。
３．販路開拓の取り組みを
強化し、出荷市場の集約化
や契約取引を増加させるこ
とで、有利販売に資する。
４．共同選果施設導入によ
り縮減された労力の一部を
栽培管理に充当すること
で、反収増加および作付面
積拡大により収益性・品質
の向上を図る。
５．施設化の推進並びに、
自走式防除機の導入により
長期収穫による出荷数量の
増加を図る。
６．実需者から要望の高い
「安全・安心」な農産物生
産のため第三者認証ＪＧＡ
Ｐ等を取得の推進を図る。

－ 1,284,000,000円354 47.3 3,642,870 352 － 1,532,194,898円 50.2
JAの出荷販売実績より

算出

伊達市地
域農業再
生協議会

3 伊達市

施設野菜
(きゅうり)

販売額の10%以
上の増加

（総販売額）
【12.8％】

1,138,000,000円 43.2 3,211,657
伊達市地
域農業再
生協議会

2
伊達市
桑折町
国見町

令和３年度は単価が低落し販売
額が1,711,008千円から
1,532,195千円へ減少したもの
の、面積及び出荷量は目標を超
えたため、成果目標を達成し
た。
今後も引き続き、栽培面積の拡
大、収量及び品質の向上に向け
支援を行う。

昨年度から施設栽培面積がやや
増加し出荷量が増加したため、
産地の単価は振るわなかったも
のの、補正後の販売額実績は目
標を達成することができた。
今後も引き続き、関係機関と連
携し、施設導入や適期管理等に
よる安定生産の取り組みを支援
していく。

433.3%

果樹
(ぶどう)

作付拡大及び果樹棚、
雨よけ施設を整備し、
出荷量の増加を図り、
販売額の10%以上の増加
を行う。

販売額の10%以
上の増加
【10.6％増

加】

912,019円
/10a

58.9 364,804

- 320 277 1.155 1,770,563,545円

969 1,417 0.684
623,709円
/10a

JA販売実績を比較する 188.7%

事業による施設化を進めたこと
で、品質向上に伴う単価向上に
より販売額が増加し、目標を大
幅に達成することができた。
今後も引き続き、品質の向上、
収量増及び栽培面積の拡大が図
れるよう支援する。

面積及び販売数量は昨年並みで
あったが、単価が昨年より高
く、10aあたり販売額は昨年度
から増額となった。今後も引き
続き、関係機関と連携し、適期
管理等による安定生産の取り組
みを支援していく。

4,716,786 325

1,472 -

いわき地
域農業再
生協議会

18
いわき市
四倉・小
川・平

施設野菜
(トマト)

高設養液栽培等の導入
により省力化と生産の
安定化、産地規模の拡
大を図る。これによ
り、生産・出荷量と販
売金額の増加を目指
す。

販売額の10％
以上の増加
（総販売額）
【31.6％増

加】

356,338千円 6.7
生産量
1124.6

354,834 811 －
574,733円
/10a

56.2 375,000 861 －

1,433 294 - 403 383 1.052 443,210千円

現状の販売額との比較
（ＪＡ販売代金生産明

細書による確認）
316 － 468,940千円 7.7

生産量
1479.8

316 － 420,701千円 7.7

1.133 120,732千円

現状の販売額との比較
（販売額は出荷伝票に

より確認）
145.2%

選果機の導入により、品質の高
いトマトの出荷体制が確立した
ため、出荷量及び販売単価が増
加し、販売額の増加目標が達成
できた。一方、面積及び生産量
は目標に至っていないので、今
後も地域協議会構成員が連携し
て、産地の維持、発展できるよ
うに指導する。

77.1%

冬季の寒暖差及び燃油高騰の影
響により施設内の温度設定を低
くしたことから、病害が発生
し、予想より収量が伸びなかっ
た。今後は、適切な温度管理や
高温期における果実の肥大・充
実に適した養液管理等につい
て、関係機関と連携し、効果的
な防除方法に関する指導・情報
提供を行う。

販売単価の減少により目標の達
成には至らなかった。
これは病害、生理障害による収
量の伸び悩みが要因であり、環
境制御システム運用の技能向
上、適切な温度管理の推進を図
る。また、高温期における果実
の肥大・充実に適した養液管理
技術を向上させ、尻腐果の発生
を防ぐ等、関係機関と連携し、
効果的な防除方法に関する指
導・情報提供を行っていく。

郡山市農
業再生協
議会

1
郡山市湖

南
施設野菜
(トマト)

①高性能なトマト共同
選果設備の導入による
選果効率及び品質の向
上
②栽培用施設の導入に
よる生産規模の拡大

販売額の10％
以上の増加
（総販売額）

【19.2%
増加】

94,396千円 3.6
生産量
371.9

254 － 
112,531千円 4.5
(中山間)

生産量
409.8

274.6 － 106,569
千円 3.7 339

104.6%

稼働開始より２年度目となり運
営が軌道に乗ってきており、利
用率は前年度より17％向上し、
また処理量も555トン増加して
いる。
費用面においては、特に人件
費・施設管理費の大幅な削減に
より目標達成を実現できてい
る。
引き続き、処理量増加に向け施
設化を中心とした産地拡大に取
り組んでいく。

会津地方の既存の集出荷施設を事業
により新たに整備した「会津野菜
館」に整理統合したことにより、産
地全体の集出荷コストの削減が図ら
れた。
今後も関係機関と連携し、施設化の
推進による施設面積拡大や技術指導
による収量確保や施設の利用率向上
等の取組による更なるコストの削減
を支援していく。

トマト栽培施設の導入及び自動
かん水設備を導入することで生
産規模の拡大と品質の向上が図
られた。また、共同選果設備の
導入により選果効率が向上し、
より多くのトマトの選果が可能
になるとともに、新たに光セン
サーによる高品質なトマトの出
荷・販売が可能となった。今後
も継続して産地の収益性向上や
産地拡大に向け関係連携し支援
していく。

- 366 323314.8
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（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

29 ha ｔ t 3 ha t t R3 ha t ｔ

30 ha
kg
/1
0a

千
円
3 ha

kg
/1
0a

千
円
R3 ha

kg
/1
0a

千
円

目標の
実現可能性

成果目標

面積 総出荷量又は 輸出向出荷量 都道府県の評価 備考
現状 目標

338 323

0

920

2,500

161

15,016

1,056

24

1845

地域協議会等の評価
実績

年
度

輸出向出荷量
又は出荷額

輸出向出荷量
又は出荷額 総出荷額 又は出荷額 総出荷額

都道府県
平均達成

率

輸出向けの
年間出荷量

24ｔ

3,000kg

18.33

JAが取り扱う輸出
米の取扱い実績を
もとに取扱料を検

証する。

76.4%

新型コロナウイルスの影響によ
る需要減の状況が続き、目標値
24tには至らなかったが、輸出
量はR2実績(18.09t)を上回っ
た。目標達成に向け、会津米の
知名度向上や需要増に努め、輸
出拡大に取り組んでいく。

72.7%
総合
所見

　評価地区１６地区中、１０地区が達成、６地区が未達成となった。
　目標達成地区では、施設整備、機械及び生産資材導入により生産コスト削減や販売額増加の効果が発現した。
　一方、目標未達地区おいては、次の要因により事業効果が十分に発現せず、産地として目標が達成できなかった。
　・コスト削減：施設等導入による償却費の増加、全国的な物価高騰等による経営費の増加、中心的な担い手への農地集積の遅れ
　・販売額増加：廃作等による産地面積縮小、天候不順等による生育不良・病害虫発生や燃油価格高騰の影響による生産量減少
　・輸出量増加：コロナ禍よる輸出先の需要減少及びプロモーション活動の実施困難
　目標達成地区については更なるコスト削減や販売額向上に向け引き続き支援を行うとともに、目標未達地区については地域農業再生協議会等関係機関と連携しながら目標達成に向け地域の実情に応じた指導を
行っていく。

年
度

面積
達成率
（％）年

度

事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

面積 総出荷量又は
総出荷額

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容 総出荷量又は

会津美里
町農業再
生協議会

伊達地域
果樹産地
協議会

2

1

会津美里
町

桑折町

水稲

果樹
(もも)

236.0%

導入した設備や機械を十分に活
用し安定して高品質な作物の生
産ができたため、目標年度の目
標値を達成した。

会津美里
町農業再
生協議会

3
会津美里

町

施設野菜
(アスパラ
ガス・キュ
ウリ・ミニ
トマト)、
露地野菜
(アスパラ
ガス)

パイプハウス及びかん水設
備等の整備
①パイプハウスを整備する
ことにより、天候に左右さ
れにくい栽培体系の確立及
び長期安定出荷の実現を目
指す。
②かん水設備等を整備する
ことにより、品質の向上及
び出荷量の拡大を目指す。
③部会を通して栽培講習会
及び現地指導会等を積極的
に開催し、産地としての出
荷量の増大を実現する。

販売額の10％
以上の増加
（単位面積当
たりの販売額
10.1％増加）

1,275,548円
/10a

19.91
生産量
751,521

329 －
1,404,389円
/10a

20.19
生産量
891,850

318 －
1,411,618円
/10a

21.78 1,121,106 274

作付面積及び集荷量を増加させ
ることができ、目標を達成する
ことができた。
産地においては本事業での施設
化により、近年の凍霜害等の影
響も受けることなく安定した収
量と品質を確保し出荷量が拡大
している。
引き続き、各部会の出荷体制も
強固なものとして産地拡大に向
けた支援を継続していく。

南会津町
農業再生
協議会

9

田島
舘岩
伊南
南郷

施設野菜
(トマト)

施設野菜産地の形成の
推進
①　パイプハウス導入
による「南郷トマト」
ブランドとして取引さ
れる高品質なトマトの
更なる産地拡大・生産
規模拡大
②　トマトの新規栽培
（就農）者について
は、就農前に先進農家
での栽培研修を１～２
年間実施することによ
り、栽培技術を習得し
て高品質トマトの平準
化を目指す
③　組合員全員のエコ
ファーマー取得や、放
射性物質の自主検査の
実施などにより、安
全・安心な農産物を提
供する
④　県や町の単独事業
を活用したかん水装置
の導入による高品質な
トマトを安定的に供給

販売額10％以
上の増加

（総販売額の
11.9％の増

加）

808,840千円 28.4
生産量
2,413,17
4

335 － 905,001千円 28.9
生産量
2,556,50
0

354 － 672,611千円 24.2 1,845,223 365 -

- 419 374 1.120 1,579,637円
/10a

品目毎・個人毎のＪＡ
が取扱う販売実績の合
計額を使用して、現状
及び目標の比較を行う

703,551
千円
南郷トマト生産組合の
出荷及び販売額による

検証
-109.5%

早期の梅雨明けや夏季の日照不
足等の天候不順に対応した管理
作業ができなかった生産者で
は、病害発生等の要因により収
量が伸び悩み、達成率が低く
なった。
また、農家の高齢化による離農
等で栽培面積が減少しているこ
とも販売金額に影響している。
今後は、県単事業等を活用した
施設面積の拡大や単価が上がる
秋まで安定して収穫が行えるよ
う栽培管理の徹底を関係機関と
連携し指導を行う。

新規栽培者等の新植面積を確保
したものの生産者の高齢化によ
る離農・減反もあり、産地規模
の実情が目標と乖離している
（H30：28.4ha→R3：24.2ha
※目標値28.9ha）。
品種構成の見直し、作型の変更
等により、高単価での販売を実
現したものの、管理作業の不足
に伴う病害発生等により単位収
量が低下したこともあり、目標
は達成していない。引き続き各
種事業を活用した施設面積の拡
大や適期管理・適期防除を励行
し、高単価が狙える９月中旬以
降の収量を増加させ、成果目標
達成を目指すよう指導してい
く。
R3実績により目標達成となった
取組主体は、確実に技術力を向
上させている一方、未達者は管
理作業が追いつかず病害が蔓延
したことが減収要因となってい
るため、継続して病害対策（台
木の導入、資材消毒、適期期防
除）の徹底を指導する。

848 312 - 338 323 1.046 276,746千円

現状の販売額との比較
（販売額は精算書によ

り確認
316 － 260,664千円 10.9 924 282 10.5

露地野菜
(ブロッコ
リー)

真空冷却装置の導入に
よる出荷作業効率の向
上及び品質の保持を図
る。

販売額の10%以
上の増加
【10.1％増

加】

51,878千円 17.3 207.4 250 － 57,100千円 17.6 210.7 271 － 61,240千円

矢吹町農
業再生協
議会

1

249

矢吹・中
畑・三神
地区

施設野菜
(トマト)

①自動梱包装置の導入
により出荷時の荷受け
待ち時間を減少させ圃
場管理への時間を増加
させることにより品質
向上及び栽培面積の増
加を目指す。
②新規パイプハウスの
導入により栽培面積の
増加を図る。

販売額の10%以
上の増加（総
販売額）
【10.1％】

236,851千円 8.8 748

真空冷却装置の導入により、収
穫野菜の鮮度を保持し出荷作業
効率が向上したことで品質の安
定したものを供給することがで
きたため、成果目標を大幅に達
成することができた。
これは、作型分化が定着し、春
ブロッコリーの出荷量が安定し
たこと、真空冷却装置の導入で
の出荷作業の効率化が図られ鮮
度保持されたものを出荷した結

－ 264,801千円

- 396 346 1.145 70,193千円
現状の販売額との比較
（販売額は精算書によ

り確認）
350.7%

病害の懸念が少ない春ブロッコ
リーにおいて、作型の分化（マ
ルチとトンネルの組合せ栽培）
が定着したことで気象変動にも
対応できるようになり、安定的
に出荷することができた。ま
た、導入した真空冷却装置が活
用され、鮮度維持につながって
いる。
これら取組により大幅に目標を
超えることができた。

167.5%

矢吹・中畑地区においては自動
梱包機の導入により作業効率が
向上したため、現状よりも出荷
量を増やすことができたが、高
温などの気象変動の影響や病害
虫の発生により、出荷ロスが発
生した結果、販売額も目標を下
回ってしまった。
三神地区においては、JA夢みな
みが中心となって作付を推進し
た結果、栽培面積が拡大し、出
荷量も増加した。また、糖度が
高い冬春トマトは「旬太郎」ブ
ランドとして高単価で取引され
た。
これら取組により、町全体で大
幅に目標を超えることができ
た。
なお、面積及び生産量について
目標に至っていないため指導を
継続していく。

自動梱包機の導入により選果作
業の効率化が図られ出荷数量も
増加したものの、出荷組織毎の
達成状況に差が生じている。
夢みなみ農業協同組合は、昨年
度から栽培面積を50a拡大して
出荷量を増やしたこと、同ＪＡ
でブランド化している冬春トマ
ト「旬太郎」の栽培に取り組む
生産者が多くなったため、目標
を大幅に上回ることができた。
一方、東西しらかわ農業協同組
合管内においては、夏秋トマト
の出荷が主であり、単価の高い
冬春トマトを栽培する生産者が
ほとんどいないこと、昨年は高
温障害やトマト黄化葉巻病等の
発生により出荷ロスが発生した
ことにより、目標達成率が低く
なった。今後は目標達成に向
け、高単価で取引される冬春ト
マトの栽培を検討するととも
に、出荷ロスの低減に向け、ハ
ウスの温度管理や病害虫の防除
徹底を引き続き指導する。

25 246

1.046

輸出向けの
年間出荷量
18.33ｔ

2,807 17,010

9.3%

令和3年度は新施設稼働により生産
者の調整作業に係る労働時間が削減
され栽培管理へ注力できる環境の整
備が進んだことで単収や品質が向上
し10a当たりの販売額は基準年より
向上したものの、実績値は目標達成
に至っていない。今後については、
引き続き、共選施設への集荷を増や
すことで産地の農家の調整作業に要
する時間の一層の削減を図り、病害
虫防除や適正施肥等の栽培管理によ
り注力できる環境をより整備するこ
とで、品質・収量の向上及び栽培面
積の拡大を図るよう働きかけを行
い、成果目標の達成に向け取り組ん

施設稼働により生産者の調整作
業時間が削減し、単収や品質が
向上し、10a当たり販売額は昨
年度から増額となったが、価格
補正後の実績では目標を達成す
ることはできなかった。今後も
引き続き関係機関の連携し、普
及指導員による農業者への病害
虫防除や施肥管理、かん水等の
技術指導を通じて品質及び収量
の向上、栽培面積の拡大等の取
り組みを支援していく。

－
1,228千円
/10a 44 31,500 39

乾燥調製施設の整備
①新たな販路として海外へ
の輸出米に取り組む。現状
行政からの補助金を考慮し
ても輸出米価格が国内流通
米価格を下回っているた
め、関係機関が一体となり
多収性品種の導入と多収栽
培体系、生産コスト削減の
ための直播栽培体系整備の
ための試験圃場を設置し、
技術の確立を図りながら生
産コスト削減、安定した単
収を得ることで、国際価格
への対応を進める。②輸出
米圃場を他圃場の籾と混ぜ
ることなく、専用の乾燥機
に張込し区分した乾燥を行
い、色彩選別機を使用し高
品質な玄米として出荷を行
う。

長期間の輸送による果
実傷害の発生・拡大を
抑制するために、果実
が傷みにくく、選果速
度の速い光センサー選
果システムを導入す
る。

輸出向けの年
間出荷量10t以

上
(24t)

輸出向け出荷
量の10%以上の

増加
【100%増加】

輸出向けの
年間出荷量
0t

1,500kg

2,500

156

14,962

1,026

新型コロナウィルスによる輸出
先の需要減少により、目標を達
成することができなかった。
今後、輸出量拡大に向け、導入
された乾燥調製施設から出荷さ
れる高品質な玄米として更なる
ブランド力強化を図りつつ、地
域で普及している湛水直播以外
にも、乾田直播技術やスマート
農業技術の導入を普及、推進し
て一層の省力・低コスト化を図
り、国際競争に抵抗できる生産
を支援する。また、新規需要米
としての作付け誘導を一体と
なって支援する。

200Kg
(40ｹｰｽ
*5kgDB)

169 752 138
輸出向け出荷実績

を比較する
-86.7%

新型コロナウイルス感染症によ
る世界経済の景気低迷により、
国内出荷量・輸出出荷量ともに
減少したため、目標を達成出来
なかった。令和元年度時点では
目標を上回る10,000kgの実績が
あるため、コロナ終息後を見据
え、出荷量・出荷先を増やす取
組を進める。

新型コロナウイルス感染症の影
響により輸出出荷量が減少した
ため、目標を達成出来なかっ
た。令和元年度時点では目標を
上回っており、コロナ終息後を
見据え、関係機関と連携し、出
荷量・出荷先を増やす取り組み
を支援していく。

福島市地
域農業再
生協議会

3

福島市
川俣町
伊達市
二本松市
飯舘村
南相馬市

露地花き
(小菊)

小菊機械共選施設の新
設稼働により、収穫後
の選別作業を請け負い
処理数量の増加による
単収アップを図る。

販売額の10％
以上の増加
【10.6%の増

加】

1,110千円
/10a 43.7 28,728 38.7 1,121千円/10a

ＪＡふくしま未来花卉
出荷協議会販売実績に
よる

43 0.907－
1,230千円
/10a 41.2 28,753 42.8 － 39

矢吹町農
業再生協
議会

2
矢吹・中
畑地区


